
２０１９．１１．２０ 
畑 啓之 

 
⼤正―昭和―平成―令和の１０１年間を⼒強く⾛り抜けた中曽根康弘元⾸相逝く 
 
中曽根康弘という名を知らない⽇本の⾼齢者はいない。⽇本の政治に⼤きな⾜跡を残した
⼈物である。 
 
衆議院議員連続 20 回当選（1947 年 - 2003 年）、科学技術庁⻑官（第 7・25 代）、運輸⼤⾂
（第 38 代）、防衛庁⻑官（第 25 代）、通商産業⼤⾂（第 34・35 代）、⾏政管理庁⻑官（第
45 代）、内閣総理⼤⾂（第 71・72・73 代）、⾃由⺠主党総務会⻑、⾃由⺠主党幹事⻑、⾃由
⺠主党総裁（第 11 代）などを歴任した。 
 
この中曽根⽒が昨⽇亡くなられた。没年 101 歳。⾼齢化⽇本を代表する⼈でもあった。 
 
さて、この中曽根
⽒ は 政 治 の世 界
だけではなく、俳
句 の 世 界 でも 取
り 上 げ ら れる 機
会 が 多 か った よ
うだ。本⽇の神⼾
新 聞 に も ２句 紹
介されている。 
 
 
Web 上には次のようなブログがあった。中曽根の俳句を上⼿、あるいは⼼に響くとは⾔っ
ていないが、その存在に注⽬を置いていることは確かである。 
 
齋藤百⻤の俳句閑⽇ 政治家の俳句 2007 年 01 ⽉ 21 ⽇ より 
https://blog.goo.ne.jp/kojirou0814/e/7f07c4f0c282a05e554432cf078fa881 
 俳句なんてものは上⼿い下⼿は別にして誰にでも作れる。政治家はどうだろうか。 
 ここに志摩芳次郎の「俳句をダメにした俳⼈たち」という痛快な本がある。そのなかに「う
そつき俳⼈・中曽根康弘」がある。 
 
中曽根さんの句である。 



  亡き⽗⺟を呼びかひ鳴くや蝉時⾬  康弘 
  炎天へ霊⽕噴き⽴ち原爆忌 
 
 「中曽根さまの俳句である。器⽤だけで、⼼がこもっていない。そんな感じを受ける。蝉
時⾬を鳴くというのは拙劣。蝉時⾬は蝉が振るに鳴くことをいう。霊⽕噴き⽴ちは、おかし
い。噴⽔ではないのだ。⾸相をしりぞいたこれからの中曽根さまの俳句に注⽬したい」 
 
 
中曽根⽒は俳句を本業としていたわけで
はないが、３冊の著作をあらわしている。
これらの著作は中曽根⽒の多くの著作の
⼀部であり、Wikipedia に⽰された「主な
著作」のなかにはない。 
 
⼈⽣ 100 歳時代。⼈が情熱に突き動かさ
れて何かを⾏い続ければ、実りが⽣まれ
ることを中曽根⽒が「俳句」を実例として
⽰した。60 歳、70 歳、いや 80 歳を超え
ても、常に⼼震わせることに挑み続ける、
そんな時代が⽇本にも来ているものと思
う。 
 
 
中曽根康弘（Wikipedia） 

1918 年（⼤正 7 年）5 ⽉ 27 ⽇⽣〜2019
年（令和元年）11 ⽉ 29 ⽇歿 
主な著作 
著書 
『⻘年の理想』（⼀洋社、1947 年） 
『⽇本の主張』（経済往来社、1954 年） 
『南極』（弘⽂堂、1963 年） 
『⽇本のフロンティア』（恒⽂社、1966 年） 
『新しい保守の論理』（講談社、1978 年） 
『⼼のふれあう都市-21 世紀への提⾔-』（サンケイ出版、1980 年） 
『政治と⼈⽣-中曽根康弘回顧録』（講談社、1992 年） 
『天地有情-五⼗年の戦後政治を語る』（⽂藝春秋、1996 年） 



『⼆⼗⼀世紀⽇本の国家戦略』（PHP 研究所、2000 年） 
『⾃省録-歴史法廷の被告として』（新潮社、2004 年） 
『⽇本の総理学』（PHP 新書、2004 年） 
『保守の遺⾔』（⾓川書店［⾓川 one テーマ 21 新書］、2010 年） 
『わたしがリーダーシップについて語るなら』（ポプラ社、2010 年） 
『中曽根康弘が語る戦後⽇本外交』（新潮社、2012 年） 
『なかそね荘 賢⼈たちは激動の 10 年をどう⾒つめてきたのか−』（2015 年、世界⽂化社） 
共著 
（⽵村健⼀編）『内閣総理⼤⾂中曽根康弘、防衛・憲法を語る-亡国の⾮武装中⽴論を撃つ』
（⼭⼿書房、1984 年） 
（佐藤誠三郎・村上泰亮・⻄部邁）『共同研究「冷戦以後」』（⽂藝春秋、1992 年） 
（梅原猛）『政治と哲学 ⽇本⼈の新たなる使命を求めて』（PHP 研究所、1996 年） 
（宮沢喜⼀）『対論改憲・護憲』（朝⽇新聞社、1997 年） 
『憲法⼤論争 改憲 vs.護憲』（朝⽇⽂庫、2000 年） 
（⽯原慎太郎）『永遠なれ、⽇本 元総理と都知事の語り合い』（PHP 研究所、2001 年/PHP
⽂庫、2003 年） 
（⽵村健⼀）『命の限り蝉しぐれ-⽇本政治に戦略的展開を-』（徳間書店、2003 年） 
（⽊下義昭編）『戦後 60 年⽇本の針路を問う-世界⽇報 30 年の視点-』（世界⽇報社、2005
年） 
（聞き⼿：松本健⼀）『政治は⽂化に奉仕する これからの政治と⽇本』（シアテレ新書、2010
年 7 ⽉）- DHC シアターの番組での対話集 
（梅原猛）『リーダーの⼒量 ⽇本を再び、存在感のある国にするために』（PHP 研究所、
2010 年 11 ⽉） 
 
 
 
 


